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Abstract 
 ‘Nashi Fukushima 7 gou’ is an original Japanese pear line, which was resulted from a cross between ‘Yasato’ and 
‘Akiakari’ in Fruit Tree Research Centre of Fukushima Agricultural Technology Centre.  
Pear scab resistance of this line fruit was investigated by inoculation with conidial suspension of scab, Venturia nashicola 

Tanaka et Yamamoto and the symptoms were investigated. Disease rate of ‘Nashi Fukushima 7 gou’ fruit was lower than 
that of ‘Kosui’.      
 Aroma component of this line fruit was analyzed by GC/MS analyses and sensory evaluation by smell measurement. 
Fifteen compounds were identified by GC/MS analysis and three compounds were evaluated as ‘easy to detect’ by 
smell measurement in ‘Nashi Fukushima 7 gou’ fruit. Compared to other cultivars, Nashi Fukushima 7 gou’ had a weaker 
aroma due to esters and a stronger aroma due to lactones such as γ-decalactone. 
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 福島県のニホンナシはモモやリンゴ等と並ぶ主要

品目であり、中通りや浜通りを中心に広く栽培され

ている。農林水産統計によると、2017年における本

県のナシ結果樹面積は約877haと国内第３位に位置

している 1)。しかし、品種別にみると「幸水」、「豊

水」の結果樹面積が栽培品種の約 77%を占め、両品

種に大きく偏重している 2)。さらに、「幸水」の果実

は栽培品種の中でもニホンナシ黒星病（Venturia 
nashicola Tanaka et Yamamoto 以下、黒星病）に対す

る感受性が特に高い 3)。福島県病害虫防除所の調べ

では、2010 年～2019 年における県内全域の代表 27

地点の「幸水」の圃場では、約５割の圃場で黒星病

の発生がみられたのに対し、2020年は約８割に増加

した 4)。このように、年によっては黒星病の被害が

大きな減収要因となっている。 

当研究所では 2005 年からニホンナシの黒星病抵

抗性育種を開始し、これまでに黒星病抵抗性品種で

あるニホンナシ「巾着」、チュウゴクナシ「紅梨」、

セイヨウナシ「ラ・フランス」の後代から、「巾着」、

「紅梨」由来の黒星病抵抗性遺伝子を有する個体を

選抜している 5)6)。また、本県では総合的病害虫・雑

草管理(ＩＰＭ)を推進しており、黒星病の発生しに

くい環境整備の重要なアプローチとして抵抗性品種

の開発に取り組んできた。 

今回育成した「ナシ福島７号」は、「幸水」とほぼ

同時期に収穫され、食味が優れる系統である。さら

に、育成の過程で、果実が黒星病に耐病性を有する

ことや、他のナシ栽培品種と異なるミルクのような

ほのかな甘い香りを持つ新たな知見も得られてきた。

そこで本報では「ナシ福島７号」の果実における黒

星病耐病性と香気成分について報告する。 
 

１ 育成経過 
 当研究所では 1999 年から「大果で食味の優れた

早生品種及び耐病性を有し、栽培しやすく貯蔵性に

優れた中晩生品種の育成」を育種目標として、交雑

を行ってきた。 

2002 年、種子親を「八里」、花粉親を「あきあか

り」として人工交雑した。これにより得られた種子

201粒を2003年に播種し、苗木を育成した。本系統

は 2007 年に初結実し、大果で食味の優れた早生品

種として2008年に注目系統とした。2015年には「ナ

シ福島７号」の系統番号を付与し、2016年～2019年

まで県内６地点で現地試作試験を行った。 
 
２ 果実の特異的形質 

(１)  黒星病耐病性の検討 
   Ａ 果実の接種試験による生育時期別感受性

の推移 

試験は 2020 年に果樹研究所ナシ育種ほ場におい

て、「ナシ福島７号」12年生樹（台木：ホクシヤマナ

シ）、13 年生高接ぎ樹（中間台：「ナシ福島４号」）、

5 年生高接ぎ樹（中間台：「幸水」）を供試して行っ

た。対照品種として「幸水」13年生樹（台木：マン

シュウマメナシ）、同６年生樹を供試した。試験は梅

本 3)の方法に準じて行った。所内圃場で採取した罹

病葉・果実の分生子を約1.0×105個/mlに調整して

胞子懸濁液を作り、６月11日から７月20日までお

よそ 10 日間隔で試験区別に１果当たり５ml ずつ噴

霧接種して被袋した。供試果実には６月８日まで慣

行防除を行い、以降は収穫期まで有袋で管理した。

初発病頃（８月７日）から収穫期（８月28日）まで

果実上の病徴をおよそ５～10日間隔で調査した。 

 その結果、病斑を伴う病徴２以上及び胞子形成を

表１　果実に対する黒星病菌分生子の接種時期別発病程度（福島農総セ果樹研、2020年）

病徴１ ２以上 ４以上 病徴１ ２以上 ４以上

6月11日 19 17(89.5) 3(15.8) 3(15.8) 9.6 1.0 1.0 1.1
6月22日 19 12(63.2) 4(21.1) 4(21.1) 24.4 2.5 2.5 1.5
7月2日 17 11(64.7) 5(29.4) 5(29.4) 38.5 1.6 1.6 1.5
7月10日 19 16(84.2) 5(26.3) 4(21.1) 38.8 3.2 1.5 1.1
7月20日 21 6(28.6) 2(9.5) 1(4.8) 7.0 3.5 1.0 1.5

平均 (66.0) (20.4) (18.1) 23.7 2.4 1.5 1.3
6月11日 18 0(0.0) 15(83.3) 15(83.3) 0.0 4.1 3.3 4.6
6月22日 17 0(0.0) 17(100) 17(100) 0.0 8.9 6.9 4.6
7月2日 16 0(0.0) 16(100) 16(100) 0.0 18.0 18.0 4.9
7月10日 20 0(0.0) 20(100) 20(100) 0.0 36.9 36.9 4.5
7月20日 17 0(0.0) 14(82.4) 14(82.4) 0.0 4.3 4.3 4.3

平均 (0.0) (93.1) (93.1) 0.0 14.4 13.9 4.6

ナシ福島7号

幸水

注１　病徴の判定は０～６段階（０：病徴なし、１：小黒点、２：黄緑色の病斑、３：薄黒色の病斑、４：薄黒色と濃黒色が
　　混在した病斑、５：濃黒色の病斑、６：多量の胞子形成が認められる病斑）とし、病斑が形成された２以上を発病とし

　　た。４以上の病斑は肉眼で煤状の胞子形成が観察された。発病果率は、各病徴の発病果数を供試果数で除したもの。
注２　１果当たり平均病斑数は、病斑数を発病果数で除したもの。
注３　１果当たり平均病徴は、調査果実ごとに病徴とその個数の積の総和を病徴数の総和で除した値の平均。病徴１が30個以

　　上ある場合は一律60個として計算した。
注４　各数値は８月26日時点。

供試品種 接種月日 供試果数
発病果数(発病果率) １果当たり平均病斑数 １果当たり

平均病徴
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伴う病徴４以上については、収穫期の発病果率、１

果当たり平均病斑数、平均病徴は全ての接種月日に

おいて「ナシ福島７号」は「幸水」よりも低かった

（表１）。「幸水」は病徴４以上が多かったのに対し、

「ナシ福島７号」では小黒点の病徴１の発病が最も

多く観察され、病徴１の発病果率は平均 66.0%、個

数は１果当たり平均 23.7 個であった（写真１、表

１）。また、「幸水」では６月11日から７月10日に

かけて１果当たり平均病斑数が増加し、感受性が高

まるのが認められたが、「ナシ福島７号」では認めら

れなかった。 

Ｂ 圃場での自然感染条件下における感受性 

試験は2019、2020年に前述２（１）と同一樹の無

袋果を供試して行った。慣行防除下の圃場での黒星

病発病数を調査したところ、「幸水」では2019年が

8.4%、2020年が4.4%の発病果率であったのに対し、

「ナシ福島７号」では発病が確認されなかった（表

２、写真２）。接種試験でみられた小黒点は自然感染

条件下では確認されなかった。 

Ｃ 考察 

以上のことから、「ナシ福島７号」の果実は接種試

験のような菌密度が高い条件下と慣行防除下のよう

な自然感染条件下の両方で「幸水」よりも黒星病に

対して感受性が低く、強い耐病性を有すると考えら

れた。 

(２)  果実の香気成分分析 
Ａ 2019年産の成分分析 

 試験は前述２（１）と同一圃場内の「ナシ福島７

号」11年生樹と対照品種として「幸水」・「豊水」12

年生樹の適熟果を供試して行った。香気成分の分析

は日立化成テクノサービス株式会社（現 昭和電工

マテリアルズ・テクノサービス株式会社）に委託し

た。分析ではGC/MSによる成分の特定と併せて匂い

嗅ぎ測定を行い、検出成分の匂いの質や臭気強度に

ついて官能評価を行った。香気成分はスターバー抽

出法によって濃縮し、定性は GC/MS システム

（Agilent5975CMSD、アジレント・テクノロジー（株））

を使用した。臭気強度は０～５段階（０：無臭、１：

やっと感知できる匂い、２：何の匂いか判る弱い匂

い、３：楽に感知できる匂い、４：強い匂い、５：

強烈な匂い）に分けて評価した。 

GC/MS定性分析により種類が特定できた香気成分

は「ナシ福島7号」では15種類、「幸水」では18

種類、「豊水」では16種類検出された。その中で臭

気強度３以上と評価した成分は「ナシ福島７号」で

は３種類、「幸水」・「豊水」では４種類であった

（表３、図１）。全ての品種に共通してアルデヒド

類、ラクトン類が検出された。ラクトン類からはピ

7号 幸水 豊水

酪酸エチル フルーツ様香気 - 0 2
2－メチル酪酸エチル フルーツ様香気 - 2 3
酢酸ブチル フルーツ様香気 0 2 2

ヘキサナール
青臭い匂い

グリーン香気
2 3 3

2-ノネナール
青臭い匂い

グリーン香気
3 3 4

γ－デカラクトン ピーチ様香気 5 3 2

γ－ウンデカラクトン ピーチ様香気 3 4 3

表３　主要検出成分における匂い嗅ぎ測定結果（2019年）

検出成分 臭質
臭気強度

注１　－：ピーク検出なし
注２　臭気強度は０～５段階（０：無臭、１：やっと感知できる匂い、２：
　　何の匂いか判る弱い匂い、３：楽に感知できる匂い、４：強い匂い、
　　５：強烈な匂い）。

2019年 2020年 2019年 2020年

調査果実数 240 383 178 137

発病果率(%) 0 0 8.4 4.4

ナシ福島７号 幸水

注１　慣行防除の結果。調査は７月16日（2019年）、７月９日（2020年）より

　　１週間に１回ずつ各品種の収穫終了日まで行った。

注２　発病果率は調査果数を分母とし、調査終了日までに発病（病徴４以上）

　　により摘除した果数を分子として算出した。

表２　圃場での黒星病発病率（福島農総セ果樹研、2019・2020年）
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図１　「ナシ福島７号」及び「幸水」のトータルイオンクロマトグラム図(2019年)

写真１　接種試験による果実の発病状況（左：「ナシ福島７号」、右：「幸水」）
　　　　（2020年７月10日接種、８月12日撮影）
　　　　病徴　左：６（丸囲み）×１個、１（矢印）×30個以上
　　　　　　　右：６（丸囲み）×45個

写真２　慣行防除下の果実の発病状況（左：「ナシ福島７号」、右：「幸水」）
　　　　（2020年８月24日撮影）
　　　　病徴　左：０、右：６（丸囲み）、５（矢印）
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ーチ様香気が感知され、特に「ナシ福島７号」では

γ－デカラクトン、γ－ウンデカラクトンの臭気強

度が高かった。 

Ｂ 2020年産の成分分析 

試験は2019年と同一圃場内の「ナシ福島７号」

12年生樹と対照品種として「幸水」13年生樹を供

試して行った。供試果実は収穫後１℃で２週間冷蔵

保存したものを用いた。分析は2019年と同様に委

託し、GC/MSによる成分の特定を行った。 

GC/MS定性分析により種類が特定できた香気成分

は「ナシ福島７号」では９種類、「幸水」では14種

類検出された。両品種に共通してアルデヒド、ラク

トン類が検出された。本年度は2019年度の試験結

果と異なる成分として、安息香酸メチルが「幸水」

にのみ、ドデカン酸が両品種に共通して検出された

（図２）。 

Ｃ 考察 

γ－デカラクトンは乳中揮発性成分であり、γ―

ウンデカラクトン、ドデカン酸は脱脂粉乳等のミル

ク様の香りに大きく寄与している成分である 7)8)。

「ナシ福島７号」では適熟果、１℃２週間貯蔵果実

ともにこれらのラクトン類やドデカン酸によるピー

チ様香気等が強く、「幸水」、「豊水」と比べてエス

テル類によるフルーツ様香気が弱いため、ミルクの

ようなほのかな甘い香りが際立つと推察された。  

 

３ 総合考察 

 黒星病抵抗性として、ニホンナシでは「巾着」が

有する真性抵抗性遺伝子 VnK が報告されており、

「巾着」の後代から食味良好な抵抗性品種「ほしあ

かり」が育成された 9)10)。一方で、圃場抵抗性品種

としては、「南水」とその後代の「サザンスイート」

が報告されているが、抵抗性に関する遺伝子につい

ては未解明である 11)12)。小仁所らは、「南水」、「サザ

ンスイート」の果実は無防除下でわずかに発病が認

められたが、「サザンスイート」は慣行防除下と果実

肥大期の接種試験による発病果率がともに０%であ

ったと報告している。「ナシ福島７号」の果実への接

種試験では小さな黒点状の発病が認められるものの、

胞子形成に至る病徴は「幸水」より少なく、慣行防

除下では発病は認められなかったことから、耐病性

を有することが示唆された。また、「幸水」と比較し

て強い耐病性を有する特徴は、安定生産を確保する

うえで有益であると考えられた。「ナシ福島７号」の

接種果実で多くみられた小さな黒点状の病徴は、感

受性品種と異なる病斑組織の反応であること。また、

「ナシ福島７号」の新梢葉に接種試験を行った結果、

胞子形成は認められたものの、病斑の広がりはみら

れなかったことから（写真３）、今後は無防除下の発

病果率の調査や病斑組織の観察、耐病性に関する遺

伝子の解析、葉の発病も含めた圃場抵抗性の有無を

検証していきたい。 

 Katayama らは様々なナシの香気成分の分析を行

い、ニホンナシ「幸水」、「二十世紀」、「新高」、「八

雲」はヘキサナールやトランス-2-ヘキセナール等の

アルデヒド類を多く含み、「平塚16号」（かおり）は

エステル類の香気を多く含むと報告している 13)。ま

た、イワテヤマナシ野生種で2-メチル酪酸エチルを

はじめとしたエステル類、アルデヒド類、アルコー

ルがフルーティーでグリーンな香気に寄与している

と報告している。「ナシ福島７号」は前述の品種と異

なりラクトン類が多く検出され、ミルクのようなほ

のかな甘い香りを有することが分かった。今後、「ナ

シ福島７号」の香りが新たな消費拡大を促す要素と

なることが期待される。 

以上のことから、「ナシ福島７号」は黒星病耐病性、

香気成分がともに同時期に収穫される「幸水」と大

きく異なる形質を有し、差別化できることが示唆さ

れた。本系統は本報で報告した特異的形質を有する

だけでなく、高糖度、良食味であることから品種登

録出願に向けた準備を進める。 
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※

※

※
※

※

※

※

※
※※

※

写真３　葉柄の発病状況（左：「ナシ福島7号」（2020年８月７日撮影）、
　　　　右：「幸水」（2020年５月25日撮影））
　　　　「ナシ福島７号」は５月20日に接種し、６月24日に胞子形成を確認したが、
　　　　病斑は広がらなかった。「幸水」は自然感染条件下において罹病葉の周辺に
　　　　病斑が広がり、同様の病徴を示している。

　(1)ヘキサナール、(2)2-ノネナール、(3)安息香酸メチル、(4)γ-デカラクトン、
　(5)γ-ウンデカラクトン、(6)ドデカン酸、※ブランク由来成分
図２　「ナシ福島７号」及び「幸水」のトータルイオンクロマトグラム図(2020年)
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